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内容に関するご意見やお問合せ、勉強会の講師などのご依頼は,こちらまで⇒ 

『見える』を改善して認知症予防！ 

 見る力は人間にとって大切な機能の一つです。視覚に関する病気の一つに白内障があります。

白内障になると目が霞んでしまい「見る力」に影響が出てしまいます。今回、白内障の治療(手

術)により認知症のリスクが減少したとの報告を紹介します。 

●白内障は誰にでも起こる病気 

白内障は目の中の水晶体が濁ってしまう病気です。加

齢との関係が深いですが、日本においてある程度進行し

た所見が見られる人は 50 歳代で 10〜13%、60 歳代

で 26〜33%、70 歳代で 51〜60%、80 歳以上では

67〜83%と報告されています 1)。初期の症状を含める

とさらに多くの人が水晶体に変化が生じています。 

●手術により認知症リスクが低下！2) 

 今回 3038 人の白内障患者さんを対象に調査を行

い、そのうち約 1/2 の 1382 人が手術を受けました。全体で 853 人の人が認知症と診断され

たのですが、手術をした人としていない人を比較すると、手術した人は、なんと 3 割、認知症の

リスクを減らしていたことがわかりました。  

 今回の研究では失明を予防するために手術をした緑内障患者さんでは認知症発症のリスクを減

らさないことがわかりました。つまり、視力の改善(=白内障手術)が認知症発症のリスクを減らし

たのでは？と推察されたとのことです。 

●認知症予防には日々の刺激が大切！ 

認知症予防には聴覚との関連もよく言われています。今回は視覚の話

でしたが、「見る力」「聴く力」ともに、様々な刺激を取り入れるもので

す。また、これらの力は社会的な交流や趣味活動(認知症予防には非常

に大切！) において大切な力です。白内障は誰にでも起こる病気で、毎

年 100 万人近い方が治療を受けています。(H29 年厚生労働省の調査)  

見え方が気になったらぜひ専門医に相談してみましょう。 
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